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概要 

収穫逓増と輸送費を入れた新貿易理論は伝統的な比較優位には無い，貿易パターンが理論的

には決まらないが（輸送費の大きさ次第で）貿易利益が説明でき，経済地理など関連分野への広

がりも大きいため，学部生の国際経済・国際貿易の講義でも数値練習込みで大事になる面があ

る。新貿易理論の数値練習を組む上でバラエティ愛好と呼ばれる，生産する財の種類は絞り込む

のに貿易すると消費できる財の種類が増える特性は，元々積分範囲の増加による形で説明する

のが一般的であった。 しかし，中堅以下の私立を中心に経済系は数学を入試で課せられていな

い文系として入学する事案が多い。たとえ経済数学の講義があっても，微積分が使えることは講

義開始段階で受講生に期待できない事案が多く，しかも講義時間内に教えて対処できるレベル

ではない。そのため，数値練習の問題を組む上では微積分を使わない形で財のバラエティ愛好と，

自国市場効果で最も一般的な立地選択を説明できる必要がある。 加えて文字を入れた計算は

日本だと中 1 から導入するものの，そうした抽象化が理解できる年齢は 12 歳前後と言われてい

て，対応できないまま数学が苦手となった学生も経済系には少なくない。そのため，文字による計

算をできるだけ避け，数値計算で練習問題は組む必要がある。新貿易理論では氷塊型輸送費を

用いることが一般的だが，文字の計算では難なく進む部分も数値の場合には桁数が増え過ぎな

い配慮も必要になる面で制約となる。 本報告は 3 年前の報告内容を改良し，微積分を使わない

新貿易理論の数値練習問題の開発を行った。3年前には輸送費に関する説明を立地選択だけad 

hoc に入れた場合や，厳密には自国市場効果での企業立地が大市場に来なくなる形であった。生

産関数を縦軸切片が負の傾き正な 1 次関数に置き換えることで，効用を求める際の桁数が増え

過ぎる面を抑えた。4 財のうち（作れない財が国で異なる）3 財ずつ両国で作れ，交易で 2 財に集

中するが 4 財消費できるようになる形を維持して積分の利用を避けた。1 直線の鉄道と複数個の

駅による設置にする形は維持することで，最適化に微分を使うことを避けた。氷塊型輸送費の入

れ方を工夫することで，必要量を届ける生産量最小化の問題を 1 次関数の最適化に設定して大

市場への立地選択が可能になるようにした。 
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